
「土砂災害時における消防機関の救助活動要領」の概要

土砂災害に関する有識者、関係省庁、消防機関等で構
成する委員による検討会を令和元年度に計４回開催し、
報告書を取りまとめた。

【参考】高度化検討会

平成２６年度に取りまとめられた救助活動要領の充実・強化について、その後の災害対応から出た課題等を踏まえ、有
識者等で構成される高度化検討会において検討を行っていただいたところ。この検討結果を受け、消防庁において、より
迅速かつ効率的な人命救助のための具体的かつ実践的な救助手法等についてとりまとめた「土砂災害時における消防機関
の救助活動要領」を定め、各消防本部等に通知したものである。

・土砂災害現場におけるローテーションの確立、関係機関との連携等
に活用するチェックリスト、活動停止及び活動再開の判断基準等を
記載

・土砂災害活動に対する基礎的な知識、活動時の留意事項、応急土留
めの実施方法など具体的な活動要領等を記載

効率的な活動を実施するうえで必要不可欠な、TECｰFORCE（国
土交通省）などの関係機関との調整内容等を記載

・土砂災害現場において、土砂及び重量物の排除に有効な重機、情報
収集に不可欠な無人航空機（ドローン）の活用要領等を記載

・重機活用時の具体的な合図を例示

実践的活動要領の策定

効果的な資機材の活用

関係機関との連携

救助活動要領の主な要点

重機活用要領（提供：大阪市消防局）救出活動要領（提供：神戸市消防局）
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